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はじめに 

JMU25100

お客様へ
ヤマハ船外機をお買い上げ戴きまことにあり
がとうございます。
この取扱説明書は、船外機の正しい取り扱い
方法と簡単な点検、整備について説明してあ
ります。
万一、取り扱いを誤ると重大な事故や故障等
の原因となります。
船外機の取り扱いを十分ご存知の方も製品
独自の装備や取り扱いがありますので、ご使
用される前には本書を必ずお読みいただき、
またご使用時には携帯し安全快適なマリンラ
イフをお楽しみください。
本書では正しい取り扱い、および点検整備に
関する必要な事項を下記のシンボルマーク
で表示しています。

安全に係わる注意情報を意味していま
す。

警　告  

JWM00780 

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷に至
る可能性が想定される場合を示してありま
す。

注　意  

JCM00700 

取り扱いを誤った場合、傷害に至る可能性ま
たは物的損害の発生が想定される場合を示
してあります。

要 点
正しい操作の仕方や点検整備上のポイントを
示してあります。 

● 仕様の変更などにより、図や内容が一部実
機と異なる場合がありますのでご了承くだ
さい。 

● 本書は大切に保管し、船外機本体を転売や
譲渡等される場合は必ず添付してくださ
い。 

● 整備手帳には保証書とともに定期点検整

備の方式、および定期点検記録簿が入って
おります。あなたの船外機の健康管理にご
活用ください。 

● 保証書はよくお読みいただき裏面の取扱
店名、捺印をご確認のうえ、大切に保存し
てください。

要 点
本書では内容や図はZ240BETOを基本に
標準的な装備品を想定して説明しておりま
す。モデルや仕様によっては適合しない項目
もあります。

ご不明な点や不具合なところがありましたら、
お早めにお買い上げのヤマハ取扱店にご相談、
またはお申しつけください。
ヤマハ取扱店では、お客様の良きアドバイザー
としてご来店をお待ち申し上げております。
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お使いいただく前に 

JMU25170

製造番号の記録 

JMU25182

船外機製造番号
製造番号は、クランプブラケットの左舷側（2
馬力はスイベルブラケットの上側）に貼って
あります。
ヤマハ取扱店への部品注文の際や盗難に
あったときのために、空欄に番号を控えてお
くと便利です。 

JMU25190

キーナンバ
エンジンスイッチのキーにはイラストで示し
ているようにキーナンバが刻印されていま
す。新しいキーが必要になった場合に備え
て、空欄にキーナンバを控えておいてくださ
い。 

JMU25370

安全にご使用するにあたって
あなた自身と同乗者の安全のために 

● この取扱説明書をよく読んでからお使いく
ださい。 

● 船体の取扱説明書、および全ての注意書き
やラベルをよく読んでから運転を行なって
ください。 

● 船体の最大搭載馬力を越える船外機の取
り付けは危険ですから絶対に行なわないで
ください。 

● 改造は絶対に行なわないでください。 

● 飲酒運転は絶対に行なわないでください。 

● 救命胴衣は必ず船内に搭載し、船舶検査機
関承認のものをご使用ください。 

● ガソリンは高い引火性や爆発性があります
ので、取り扱いには十分注意を払ってくだ
さい。特に、エンジン始動時にはガソリン
の洩れがないことを確認してください。 

● 排気ガスは一酸化炭素を含み中毒をおこ
す恐れがあります。ボートハウスなどの閉
め切った場所ではエンジンを始動させない
でください。 

● エンジン始動前にはスロットル、シフト、ス
テアリングの作動確認を行なってくださ
い。 

● 運転中は緊急エンジン停止スイッチの装備
されているものは、カールコードを手、足

1.船外機製造番号貼付場所

1

ZMU01854

1. キーナンバ
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お使いいただく前に 

2

や衣服の丈夫な場所に取り付けてくださ
い。 

● 天気予報等を確認してから出港してくださ
い。 

● 運航予定を関係者（マリーナや家族等）に
届けてから出港してください。また、帰港
時には必ず帰港の連絡を関係者にしてくだ
さい。 

● 操船中は常識とすみやかで適正な判断が
要求されます。そのためには、海況の変化
に応じた操船技量を把握しておかなければ
なりません。操船は必ず操船者の技量や
ボート本体の航行能力の範囲内で行なって
ください。 

● 海事関係の各所や団体等から出版されて
いる船舶関連の安全教本等も合わせて読
んでおいてください。
他の船舶や遊泳者の安全のために 

● 海上の交通法規や地域規定（条例等）、お
よびマナーを守った操船を行なってくださ
い。 

● 遊泳者等には十分注意を払ってください。
付近に遊泳者がいるときはエンジンを停止
してください。 

● 航走は常に周辺の障害物や船舶等に十分
注意を払い、安全なスピードで行なってく
ださい。 

● 海水浴場等への乗り入れは行なわないで
ください。 

JMU25380

重要ラベル貼付場所 

JMU25395

警告ラベル 

JMU25401

ラベル

警　告 

JWM01260 

安全にご使用いただくために、次の事項をお
守りください。 

● ご使用前に“取扱説明書”、“ラベル”を
良く読んでください。 

● 始動時はシフトを中立にしてください。（シ
フト付機種） 

● 運転中は電装品には触らないでください。 

● 運転中は手や髪、服などが回転体に触れな
い様十分注意してください。 

JMU25451

ラベル
エンジンオイル 

● このタンクには、指定オイルを給油してく

ZMU02362

ZMU01948
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お使いいただく前に 
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ださい。
指定オイル：
ヤマハ船外機オイル

警　告  

JWM01270 

オイルタンクの中には、ガソリンを入れない
でください。火災や爆発の原因になります。 

JMU25464

注意ラベル 

JMU30430

ラベル

注　意  

JCM01440 

生の無鉛レギュラーガソリンをご使用下さ
い。 

● 鉛等の添加物を含むガソリンの使用は性
能低下や本体損傷を招く恐れがあります。 

● 混合ガソリンは、いかなる時でも使わない
で下さい。 

● ヤマハ船外機スーパースペシャルオイル
を必ずご使用下さい。 

JMU25540

燃料とオイル

警　告  

JWM00010 

 

● ガソリンは高い引火性と爆発性がありま
す。 

● 給油中は、タバコ等の火気や他の火種にな
るようなものを近づけないでください。 

● 給油は、エンジンを停止してから行なって

ください。 

● 給油は、換気の良い場所で行なってくださ
い。専用燃料タンクの場合は、ボートから
降ろして行なってください。 

● こぼさないように、取り扱いには十分に注
意を払って行なってください。こぼれた時
には、ただちに拭き取ってください。 

● 燃料タンクには、規定容量以上給油しない
でください。 

● 燃料タンクキャップは、確実に締めてくだ
さい。 

● 飲み込んだり、目に入ったり、または多量
の揮発蒸気を吸い込んだ場合は、ただちに
医師の診断を受けてください。 

● 皮膚に付着した場合は、ただちに石鹸等を
使って洗い流してください。衣類に付着し
た場合は、着替え等を行なってください。

注　意 

JCM00010 

水や不純物の混ざっていない、きれいな容器
に入った、新しいガソリンを使ってください。

ZMU01949
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JMU25570

ガソリン 

JMU30620

エンジンオイル（2サイクル用） 

JMU30100

ギヤオイル 

JMU25700

推奨バッテリ

注　意 

JCM01060 

規定の容量に合わないバッテリは、使用しな
いでください。規定容量外のバッテリを使用
すると、電装系に供給電流が不足したり、過
大な負荷が掛かったりして故障の原因になり
ます。

この船外機（電動始動仕様）には、次の規
格に適合するバッテリをご使用ください。 

JMU25711

推奨バッテリ

要 点
船外機バッテリの電圧が低下した場合は、エ
ンジンの始動ができなくなることがありま
す。

推奨ガソリン；
無鉛レギュラーガソリン

推奨エンジンオイル；
ヤマハ船外機スーパースペシャルオイ
ル（ヤマハ船外機SSオイル）

1.部品番号　90890-6382H (0.4L)
2. 部品番号　90890-6382E (1L)
3. 部品番号　90890-6382G (4L)

ZMU04512

1

2

3

推奨ギヤオイル；
ヤマハ船外機ギヤオイル、またはハイ
ポイドギヤオイル (SAE90)

1. 部品番号　90790-73603 (750ml)
2. 部品番号　90790-73602 (350ml)

JIS 規格：
95E41 –115F51
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ZMU04173
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JMU25742

プロペラ
船外機の航走性能は、プロペラの選び方に
よって大きく影響を受けます。不適切なプロ
ペラは性能が引き出せないばかりではなく、
重大な故障の原因にもなりかねません。エン
ジンの回転数はプロペラサイズやボートの状
態によって変わってきます。全開エンジン回
転数が規定範囲より高すぎたり低すぎたりし
た場合は、エンジンに悪影響をおよぼしま
す。
指定された全開エンジン回転範囲に合わな
いプロペラが付いている場合は、ピッチの異
なるプロペラを使って合わせます。重負荷に
は、よりピッチの小さなプロペラを使って全開
エンジン回転範囲に合わせます。逆にピッチ
の大きなプロペラは、軽負荷用となります。
ボートの使用状態に最も適合するプロペラの
選定は、ヤマハ取扱店にご相談して決めてく
ださい。

要 点
ボートが満載状態でスロットルを全開にした
時に、エンジン回転数が仕様諸元で指定した
全速回転範囲の中間値、またはそれ以上とな
るプロペラを選んでください。ボートが軽荷
状態になったときには、指定回転範囲を越え
ないように、スロットル開度を調整してくださ

い。

プロペラの取り付け、および取り外しに関し
ては、48ページを参照ください。 

JMU25770

始動安全装置
ヤマハ船外機または専用リモートコントロー
ル装置には、ギヤが前進または後進に入って
いるときはエンジンの始動ができないよう
に、安全装置が装備されています。エンジン
を始動する際は、シフトを必ず中立（ニュー
トラル）にしてから行なってください。

1.プロペラ直径（インチ）
2.プロペラピッチ（インチ）
3.プロペラの種類（プロペラマーク）

ZMU04608

-x
1 2 3
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各部の名称と機能 

JMU25795

主な構成部品
要 点
燃料タンク、リモコン関連、メータ類、およびプロペラ等の備品はオプションとなっている場
合があります。
詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせください。
(*)仕様により異なります。

Z240B 

JMU26180

リモートコントロール
シフト、スロットル、および電動の遠隔操作等

TRIPTRIP TIMETIME BATTBATT

Km/hKm/h
knotknot
mphmph

kmkm
milemile

SPEEDSPEED

YAMAHAYAMAHA

set mode

18

13

19

14

15 16
YAMAHA

set mode

P S mpg
Km/L

gph
I/h

ECON SYNCTTL

FUEL MANAGEMENT

17

1

2

12

11

9

10

8

7

6

5

3

4

2

ZMU05127

1.トップカウル
2.トップカウル脱着レバー
3.トリムタブ（アノード）
4.プロペラ*
5. 冷却水取入口
6.キャビテーションプレート
7.アノード
8.クランプブラケット
9.チルトサポートレバー
10.水洗装置
11. PTTスイッチ
12. パイロットホール

13.デジタルタコメータ *
14.デジタルスピードメータ*
15.タコメータ*
16.トリムメータ *
17.フューエルマネージメントメータ *
18.リモートコントロールボックス（サイドマウ
ントタイプ）*
19.サブオイルタンク
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が行なえます。 

JMU26190

リモコンレバー
レバーを中立（ニュートラル）から約35 °
（軽く止まる位置）船首側へ倒せば前進に、
船尾側へ倒せば後進にギヤが入り最低速回
転で航走をはじめます。更に、そこからレ
バーを倒していくと加速をはじめます。 

JMU26201

ニュートラルインタロック
リモコンレバーを中立（ニュートラル）の位
置で保持します。前進や後進へシフトする際
は、最初に赤色ノブを引き上げてからリモコ
ンレバーを動かします。 

JMU26211

ニュートラルスロットルレバー
中立（ニュートラル）の状態で、スロットル
の開閉操作がおこなえます。

要 点
ニュートラルスロットルレバーは、リモコンレ
バーが中立（ニュートラル）の位置でなけれ
ば操作できません。また、リモコンレバーは
ニュートラルスロットルレバーが全閉の状態
でなければ操作できません。

1. PTTスイッチ
2.リモコンレバー
3.ニュートラルインタロック
4.ニュートラルスロットルレバー
5.エンジンスイッチ／チョークスイッチ
6.緊急エンジン停止スイッチ
7.スロットルフリクションアジャスタ

1.ニュートラル “ ”
2.前進 “ ”
3.後進 “ ”
4.シフト域
5.全閉
6. スロットル域

7.全開

1. ニュートラルインタロック

1.全開
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JMU25970

スロットルフリクションアジャスタ
スロットルコントロールグリップの動きの重
さを調整するノブ／スクリュがティラハンドル
／リモートコントロールボックスに装備され
ています。操船者の好みに合わせて、調整
ができます。
重さ（抵抗）を増やすには、時計方向に回し
ます。減らすには、反時計方向に回します。

警　告  

JWM00030 

 

● 調整スクリュ、または調整ノブを、締めす
ぎないようにしてください。 

● スロットルコントロールレバー、またはス
ロットルコントロールグリップの動きが重
すぎると、操船に支障をきたし事故につな
がる恐れがあります。 

JMU25990

緊急エンジン停止スイッチ
航走中に操船者が落水等で操船不能に陥っ
たとき、カールコードが伸びてロックプレート
が外れ、エンジンを急停止させ船の暴走を防
ぐ仕組みになっています。カールコードは確
実に操船者の衣服または手、足に取り付けて
ください。

警　告  

JWM00120 

 

● 操船中はカールコードを衣服の丈夫な場

所や手、足に確実に付けてください。 

● 衣服の緩みそうな場所にはカールコードを
付けないでください。また、操船に支障を
きたすような場所への取り付けは行なわな
いでください。 

● 航走中はカールコードが身体や周辺の機
器等に引っ掛かり不意にロックプレートが
外れないようにしてください。操船に支障
をきたすばかりでなく、ロックプレートが外
れることにより急減速され同乗者や荷物等
が前方へ投げ出される恐れがあります。

要 点
ロックプレートが外れた状態ではエンジンの
始動はできません。 

JMU26090

エンジンスイッチ
エンジンの始動、停止の操作は、エンジンス
イッチで行ないます。作動は次のようになっ
ています。 

●“ ”
電気回路が遮断されエンジンが停止します。
（キーを抜ける状態です。） 

●“ ”
電気回路が短絡されアクセサリ等が使用でき
ます。（キーは抜けません。） 

●“ ”
スタータモータが回ってエンジンが始動しま

2.全閉

1. カールコード
2.ロックプレート
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す。（キーを離すと自動的に“ ”の位置
に戻ります。） 

JMU26141

PTTスイッチ（ティラハンドル仕様
／リモートコントロール仕様）
船外機のトリム/チルト角度が調整できます。
“ ”側のスイッチを押している間は、トリム
域からチルト域へと角度が上がっていきま
す。“ ”側のスイッチを押している間は、
チルト域からトリム域へと角度が下がってい
きます。スイッチから手を離すと、その角度
を保持して止まります。

要 点
PTTスイッチの使用に関しては30ページお
よび32ページを参照ください。 

JMU26151

PTTスイッチ（ボトムカウル用）
ボトムカウルに装備されています。ボートトラ
ンサムからの船外機角度の調整ができます。
“ ”のスイッチを押している間は、トリム域
からチルト域へと角度が上がっていきます。

“ ”のスイッチを押している間は、チルト域
からトリム域へと角度が下がっていきます。
スイッチから手を離すと、その角度を保持し
て止まります。

警　告 

JWM01030 

このスイッチは停船時に使用してください。
操船中の使用は落水や、周辺への注意がお
ろそかになり事故につながる恐れがありま
す。

要 点
PTTスイッチの使用に関しては32ページを
参照ください。 

JMU26241

トリムタブ（アノード付仕様）
航走中にステアリングが左、または右にとら
れる場合に、その調整をするためのもので
す。

警　告 

JWM00840 

トリムタブの調整が悪いと操船に支障をきた
します。トリムタブを交換した場合等は、試
走してステアリングの状態を確認してくださ
い。トリムタブの調整等をおこなった後は、
ボルトを確実に締めてください。

ステアリングが左舷側に取られる場合、トリム
タブフィンを左舷側へ回す“A”。右舷側に

UP

DN

ZMU01862
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取られる場合、右舷側へ回す“B”。

注　意  

JCM00840 

トリムタブは電食からエンジンを保護するた
めに、アノードの役目を兼ねています。決し
てペンキ等を塗らないようにしてください。

要 点
トリムタブは、使用頻度の多い航走スピードに
合わせて調整してください。航走スピードや
トリム角度が変われば、トリムタブの効果も変
化します。 

JMU26340

チルトサポートレバー（パワートリム
アンドチルト／ハイドロチルト仕様）
船外機をいっぱいにチルトアップした状態を
保つときに、レバーを降ろして保持します。 

JMU26391

トップカウル脱着レバー
トップカウルを外す時は、前面と背面のロック
レバーの下部を引き上げロックを解除し、トッ
プカウルを上へ持ち上げて外します。取り付
けは逆の手順で行います。その時に、ゴムの
シールが確実にはまっていること、およびロッ
クが確実にされていることを確認してくださ
い。

注　意 

JCM00550 

トップカウル上のエアインテークグリルを
持って、強い力を加えないでください。損傷
を招く恐れがあります。

1.トリムタブ
2.ボルト
3.キャップ

A
B

ZMU01863

1.トップカウル脱着レバー

ZMU01864

ZMU04840

1
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JMU26460

水洗装置
水洗装置は、水道水ホースと水道水を使って
エンジンの冷却経路を洗浄するときに使用し
ます。

要 点
使用方法について 39ページを参照くださ
い。 

JMU26470

タコメータ（エンジン回転計）
このメータには、次の機能があります。 

JMU26491

デジタルタコメータ
タコメータ（エンジン回転計）のほかに以下
の機能が備えられています。

要 点
最初にエンジンスイッチを“ ”にした後、
いちど全ての表示が点灯します。数秒後には
通常の表示に変わります。

1.インテークグリル
2.トップカウル脱着レバー

1.水洗装置

1 1

2 2

ZMU04841

1

ZMU01866

1. タコメータ
2.オイル残量表示／警告

1.タコメータ
2.トリムメータ
3.アワーメータ
4.オイル残量表示／警告
5.オーバヒート警告灯
6.水分離器警告灯
7.エンジン警告表示
8.セットスイッチ
9.モードスイッチ

ZMU04577

1

2

6
7

2

4
98

5

3

1

ZMU01958
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要 点
水分離器警告灯とエンジン警告表示は、エン
ジン側に検出機能が有る場合にのみ作動しま
す。 

JMU26540

オイル残量警告灯（3連装備）
タコメータ内の各インジケータは、オイル残
量の状態を表示します。表示の詳細は、27
ページを参照ください。

注　意  

JCM00030 

オイルを入れずにエンジンを運転しないでく
ださい。重大な損傷を招く恐れがあります。 

JMU26550

オイル残量表示（デジタル）
オイル残量の状態を表示します。表示の詳細
は、19ページを参照ください。

注　意  

JCM00030 

オイルを入れずにエンジンを運転しないでく
ださい。重大な損傷を招く恐れがあります。 

JMU26581

オーバヒート警告表示
エンジン温度が異常に高くなったときにオー
バヒート警告表示が点滅を始めます。表示の
詳細は、18ページを参照ください。

警告機構が作動したときは、エンジンを停止
してください。原因究明とその処置ができな
い場合は、ヤマハ取扱店へご相談ください。 

JMU26600

デジタルスピードメータ
スピードメータのほかに、警告機能付燃料計、
トリップメータ、時計および警告機能付電圧計
の機能が備えられています。

1.オイル残量表示／警告

ZMU04580

1

1. オイル残量表示／警告

1.オーバヒート警告灯

1
ZMU01867

1

ZMU01868
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要 点
最初にエンジンスイッチを“ ”にした後、
いちど全ての表示が点灯します。数秒後には
通常の表示に変わります。

要 点
スピードメータは操船者の好みによってKm/
h,mph,knotsの表示が選べます。図のよう
にメータ裏側の切り換えスイッチを使って表
示を選べます。 

JMU26610

トリムメータ
船外機のトリム角度を表示します。

要 点
ボートの積載状態に応じた最適なトリム角度
を覚えておくと便利です。PTTスイッチの操
作で最適なトリム角度の調整ができます。 

JMU26620

トリムメータ（デジタル）
船外機のトリム角度を表示します。

要 点 

● ボートの積載状態に応じた最適なトリム角
度を覚えておくと便利です。PTTスイッチ
の操作で最適なトリム角度の調整ができま
す。 

● 船外機の角度がトリム域を超えている場合
は、トリムメータの一番上のブロックが点滅
表示します。

1.スピードメータ
2.燃料計
3.トリップメータ／時計／電圧計
4.警告灯

1.キャップ
2.スピード表示の切り換えスイッチ
3.燃料表示の切り換えスイッチ

ZMU04581

ZMU01869
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JMU26650

アワーメータ（デジタル）
エンジン運転時間を表示します。表示／非表
示及び総積算時間と任意の運転時間（トリッ
プ）の切り替えが出来ます。 

● 表示切り替えの仕方 

●“ ”スイッチを押す毎に次のように変
わります。 

● 総積算時間 →トリップ →非表示 

●トリップメータのリセット 

●トリップメータを表示した状態で“ ”ス
イッチと“ ”スイッチを同時に１秒以
上押すと0に成ります。

要 点
総積算時間は、リセットできません。 

JMU26690

トリップメータ
航走距離を表示します。
メータ上に“ ”の表示が出るまで“ ”
ボタンを数回押します。メータをリセット“0”
に戻すためには、“ ”と“ ”ボタン
を同時に押します。

要 点 

● 航走距離の表示はスピードで選んだ単位
（キロメータ、マイル）で出ます。 

● 航走距離はバッテリの電源によって記憶さ
れます。バッテリを外したときは記憶が失
なわれます。 

JMU26700

時計
時刻が表示されます。メータ上に“ ”の
表示が出るまで“ ”ボタンを数回押しま
す。時刻の合わせ方は、次のようにします。
1. “ ”ボタンを押して、“ ”の表示
を点滅させます。

2. “ ”ボタンを押して“時”を合わせ
ます。

3. 再び“ ”ボタンを押して、“分”の表
示を点滅させます。

4. “ ”ボタンを押して“分”を合わせ
ます。

5. 最後に“ ”ボタンを押します。時計
が動き始めます。

ZMU01870
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要 点
時計はバッテリの電源で動きます。バッテリ
を外したときは時計は止まりますので、バッ
テリ再接続後に時刻を合わせてください。 

JMU26710

燃料計
燃料の残量は8つブロックで表示されます。
満タン時は全てのブロックが点灯していま
す。

注　意  

JCM00860 

専用燃料タンクには専用の残量検出器が装
着されています。異なった検出器を使用した
場合は、正しい表示をいたしません。表示が
極端に異なる場合は、ヤマハ取扱店へご相談
ください。

要 点
燃料残量の表示は検出器の取り付け位置や
ボートの航走状態によって影響を受けます。
船首が上がっているときや旋回中は正しい表
示をしないことがあります。 

JMU26720

燃料警告灯
燃料計の表示ブロックが一番下まで下がった
場合は、燃料警告灯が点滅を始めます。

注　意  

JCM00880 

燃料警告装置が作動したら全速での運転を
続けずに、低速にて帰港してください。 

JMU26730

バッテリ電圧警告灯
バッテリの電圧が低下した場合は、バッテリ警
告表示が点滅を始めます。

注　意 

JCM00870 

バッテリー電圧低下警告装置が作動したら直
ちに帰港してください。 バッテリーの充電に
ついてはヤマハ取扱店へご相談ください。 

JMU26740

フュエルマネジメントメータ
このメータは、燃料流量計、燃料消費計、燃
料効率計、2機掛け速度同調器、水量警告灯
の機能があります。

ZMU01745

1. 燃料警告灯

1. バッテリ警告表示
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要 点
メインスイッチを最初に“ ”にしたあと、い
ちど全部の表示が点灯します。数秒後には通
常の表示に変わります。メインスイッチを
“ ”にしたときに全部の表示が点灯するか
メータを確認してください。 

JMU26750

燃料流量計
現在のエンジン作動時の 1時間内の燃料流
量を示します。 

● 2機掛けの場合、左舷側と右舷側の合計流
量を示し、同時に“ ”も示します。 

●“ ”ボタンを一度押すと、右舷側の燃料
流量と“ ”を示します。 

●“ ”ボタンをもう一度押すと、左舷側の

燃料流量と“ ”を示します。 

●“ ”ボタンをもう一度押すと、合計流量
を示します。

要 点 

● メータは操船者の好みでgphとl/hの表示
が選べます。図のようにメータ裏側の切り
換えスイッチを使って表示を選択します。 

● 燃料消費計と燃料効率計は同じ単位で表
示します。 

JMU26760

燃料消費計
前回メータをリセットしてからの消費燃料を
表示します。
メータ上にトータル“ ”の表示が出るま
で“ ”ボタンを数回押します。メータ
をリセット“0”に戻すためには、“ ”と
“ ”ボタンを同時に押します。

1.燃料消費／燃料効率計／ 2機掛け速度同調
器
2.燃料流量計
3.水量警告灯（センサ装備の場合のみ作動し
ます）

ZMU01748

1

23

ZMU01749

1. セレクタスイッチ

ZMU01751
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JMU26770

燃料効率
距離あたりの燃料消費量を表示します。
メータ上に“ ”の表示が出るまで
“ ”ボタンを数回押します。操船者の好
みで表示単位をKm/Lまたはmpgに変更で
きます。

要 点
2機掛けの場合は、両方の合計燃料効率を示
します。

要 点 

● 燃費は船の設計、重量、使用プロペラ、エ
ンジントリム角度、風を含めた海の状態、
スロットル位置により大幅に変わります。燃
費は水の種類（塩水、淡水、汚れ具合）、
大気温と湿度、船底の汚れ具合、エンジン
取付け高さ、操船者の技量、個々のガソリ
ン成分（夏冬の燃料と添加剤の量）によっ
ても多少変わります。 

● ヤマハデジタルスピードメータと燃料制御
メータは速度、航走距離、船尾の水の動き
による燃料効率を計算します。この距離
は、水流、海のうねり、水速センサの状態
（部分的な詰まりや損傷）により実際の航
走距離とは大幅に変わることがあります。 

● 個々のエンジンの燃費は製造時の違いに
より多少変わります。この違いはエンジン
が異なる製造年のモデルの場合に、より大
きなものとなることがあります。さらに、同
設計の同じ基本サイズであっても、プロペ

ラの違いが燃費に多少なりとも影響を及ぼ
すことがあります。 

JMU26780

2機掛け速度同調器
右舷と左舷の速度 (r/min) の差を2 機の速
度に同調させるときの参考用に表示します。
メータ上に“ ”の表示が出るまで
“ ”ボタンを押したり離したりします。

要 点
航走中に、2機の速度が同じでない場合は、
トリム角度あるいはスロットルを調整して同
調させることが可能です。 

JMU26791

水量警告灯
油水分離器内の水の量が規定量を超えた場

ZMU01752

1. 左舷側のエンジン速度が速い
2.左舷側のエンジン速度が少し速い
3.右舷側と左舷側のエンジン速度が同じ
4.右舷側のエンジン速度が少し速い
5.右舷側のエンジン速度が速い

ZMU01753

ZMU01754

1

2

3

4

5
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合は、警告灯が点滅して排水の必要なことを
示します。

要 点
油水分離器に水検知センサが装備されてい
る場合のみ警告灯が作動します。 

JMU26801

警告装置

警　告  

JWM01370 

警告機構が作動したときは、エンジンを停止
してください。原因の究明とその処置ができ
ない場合は、ヤマハ取扱店へご相談くださ
い。 

JMU26813

オーバヒート警告
この船外機にはオーバヒートを知らせる警告
装置が装備されています。エンジンの温度が
異常に上昇したときには、次のような警告を
発します。
警告方法 

● エンジンの回転数が自動的に 2000 回転
付近まで低下します。 

● オーバヒート警告灯が点灯します（ボトム
カウル又は、タコメータに警告灯が装備さ
れている場合）。 

● ブザーが鳴ります（ティラハンドル、リモー
トコントロールボックス又は、スイッチパネ
ルにブザーが装備されている場合）。

オーバヒート警告が作動した場合は、エンジ
ンを停止して冷却水取入口の詰まりを点検し
てください。

ZMU01755

ZMU01757

ZMU04766
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JMU26845

オイル残量/ オイルフィルタ詰まり警
告
この船外機にはオイルの残量を知らせる警告
装置が装備されています。オイル残量が規定
量に達したときには、次のような警告を発し
ます。
警告方法 

● エンジンの回転数が自動的に 2000 回転
付近まで低下します。 

● オイル警告灯が点灯します 

● ブザーが鳴ります。(ティラハンドル、リモー
トコントロールボックス又はスイッチパネル
にブザーが装備されている場合）

オイル残量警告が作動した場合は、エンジン
を停止して原因を調べてください。

要 点
オイルフィルタ詰まり警告は、オイル残量警告
と非常によく似ています。先にオイル残量を
調べ、次にオイルフィルタの詰まりを調べて
ください。

ZMU02373

ZMU03942

ZMU04586

1. オイルフィルタ

ZMU03025

1

ZMU01872
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JMU30551

燃料水分離警告
この船外機の燃料フィルタカップ部には燃料
と水を分離させる機能と水検知警告装置が
装備されています。分離した水が規定量以上
に達した場合、次のような警告を発します。
警告方法 

● 水警告灯が点滅します。（デジタルメータ） 

● ブザーが鳴ります。 

● 燃料フィルタ水量警告が作動した場合は、
エンジンを停止して燃料フィルタを点検し
てください。

要 点
燃料フィルタの点検は45ページを参照くだ
さい。 

JMU26880

エンジン異常警告
エンジンの異常を検出するとタコメータ内の
エンジン警告表示が点滅します。エンジンが
正常に運転できません。直ちにヤマハ取扱店
にご相談ください。

1.オイルフィルタ

1
ZMU01952

ZMU04651

ZMU01917

ZMU05123
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1. エンジン警告表示

1

ZMU01918

6P1-9-00 21ページ ２００４年７月６日　火曜日　午後３時４６分



 

22

運転と操作 

JMU26901

船外機の取り付け

注　意  

JCM00110 

船外機の取り付け高さが不適切あるいは、航
走時の水の流れを遮るような取付けを行った
場合は、航行中にスプレー（飛沫）を揚げ
ることが考えられます。スプレー（飛沫）を
揚げながら航走を続けた場合は、エンジンが
大きな損害を受ける恐れがあります。

要 点
水上でテストをする場合は、最大積載状態で
船体の浮力を調べてください。その状態でエ
ンジンを停止したときに、波が打ち寄せてき
てもエンジン内部に水が逆流してこないよう
に、補助排気孔が水面よりも十分に高い位置
にあることを確かめてください。 

JMU26910

ボートトランサムへの取り付け

警　告  

JWM00820 

 

● 船体の最大搭載馬力を越える船外機の取
り付けを、絶対に行わないでください。最
大搭載馬力以上での運転時、船の安定性
が著しく悪くなる可能性があります。最大
搭載馬力が判らないときは、船体の製造業
者にお問い合わせください。 

● 船外機と船体の組み合わせは多種多様な
ため、それぞれの仕様によって取り付け方
法は必ずしも同一ではありません。ここで
の説明は一般的な参考としてください。

警　告  

JWM00830 

 

● 船外機の取り付けが不適切な場合は操船
が困難になるばかりでなく操船不能に陥っ
たり、また火災等の原因となる恐れがあり
ます。 

● ボルトを使って取り付ける場合は必ずヤマ
ハ取扱店で行って下さい。 

● クランプハンドルを使って取り付ける場合

はヤマハ取扱店で取り付け方の指導を受
けてから行なってください。

船外機はボートトランサムの中央（船体中
心）に取り付けます。その時に操船に支障を
きたさないよう、ボートの安定性が良いこと
を確かめます。ボートの仕様等により取り付
けが困難な場合はヤマハ取扱店にご相談く
ださい。 

JMU26950

取り付け高さ
効率よく航走するためには、船外機と船体の
水の抵抗を出来る限り減らす事が必要です。
従って、船外機の取り付け高さは水の抵抗に
大きく影響します。取り付け高さが高すぎる
場合は冷却水の供給が不足し、オーバーヒー
ト等の原因となる恐れがあります。取り付け
高さが低すぎる場合は、水の抵抗が増え推進
効率が悪くなります。一般的なバスボートに
は、目安として船外機キャビテーションプレー
トの位置が船底（キール）から約130mm
上がるように取り付けます。

1.センターライン（キールライン）

1 ZMU01873
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要 点 

● 船外機とボートの仕様の組み合わせによっ
ては、最良の取り付けの高さは異なってま
いります。試走して最良の取り付け高さを
決めてください。詳しいことは、船体製造
メーカーにお問い合わせください。 

●トリム角度については 30 ページを参照く
ださい。 

JMU27041

慣らし運転
新しいエンジンは、摺動部品の表面のなじみ
を出すために、慣らし運転の期間が必要で
す。慣らし運転を正しく行なうことにより初期
性能をいかんなく発揮し、エンジンの構成部
品の寿命も延びます。

注　意  

JCM00750 

 

● 慣らし運転を怠ると、構成部品の寿命が減
るばかりでなくエンジンに損傷を与える恐
れがあります。 

● 混合ガソリンは使用しないでください。燃
料噴射装置にカーボンが堆積し、エンジン
が不調となる恐れがあります。 

● 慣らし運転の手順は注意して行なってくだ
さい。

要 点
トップカウルに貼付けてある次のラベルは慣
らし運転が終了したら、はがしてけっこうで
す。 

JMU27090

慣らし運転の手順（HPDI仕様）
航走しながら負荷をかけて行ないます。
1. 最初の10分間
最低速回転で使ってください。

2. 次の50分間
スロットル開度を半分を越えない範囲
で、時々エンジン回転数を変えて使って
ください。軽荷なボートの場合は、エン
ジン回転数が一気に上がることがありま
す。その時は、ただちにスロットルを絞
りエンジン回転数を下げて使ってくださ
い。

3. 次の2時間
滑走するまでスロットルを全開にし、そ
の後4 分の3付近で時々エンジン回転

慣らし運転時間；
のべ10時間

ZMU02098

130mm ( 5 in.)

ZMU01945
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数を変えて使ってください。同時に、10
分間に1分間の割合で全開航走を繰り返
してください。

4. 残りの7時間
5分間を越えない範囲で、時々エンジン
回転数を変えて全開航走を繰り返してく
ださい。

5. 10時間以降
通常にご使用できます。 

JMU27101

出港前の点検

警　告  

JWM00080 

出港前点検中に1つでも不具合が見つかった
ときには、修理や整備を済ませてから出港し
てください。事故につながる恐れがありま
す。

注　意  

JCM00120 

冷却水を供給せずにエンジンを運転しない
でください。オーバヒートしてエンジンが損
傷します。 

JMU27110

燃料 

● 燃料が満タンになっていることを確認して
ください。 

● 燃料漏れがないことを確認してください。 

● 燃料ホースの接続が確実にできているこ
とを確認してください（ヤマハ専用燃料タ
ンク使用時）。 

● 専用燃料タンクの場合は水平な場所に置
き、燃料ホースが折れ曲がったり鋭敏なも
のと接触していないことを確認してくださ
い。 

JMU27120

オイル 

● 航行に必要なオイル量があることを確認し
てください。 

JMU27130

作動系 

● スロットル、シフト、ステアリングが正常に

作動することを確認してください。 

● 各作動部分に引っ掛かりや、余分な遊びが
無くスムースに機能することを確認してく
ださい。 

● 各接続部の緩みや取り付け状態を確認し
てください。 

● 水上に降ろしてエンジン始動 / 停止スイッ
チの作動を確認してください。 

JMU27150

エンジン本体 

● エンジン取り付けボルトの緩みや、取り付
けの状態を点検してください。 

● プロペラの損傷を点検してください。 

● バッテリの状態、バッテリコードの接続状態
を点検してください。 

JMU27221

長期保管後の運転
長期保管後に運転をするときは、次のように
してください。
1. アイドリング（無負荷最低速回転）で運
転します。

警　告 

JWM00090 

 

● エンジン運転中は電装部品に触れたり、外
したりしないでください。 

● エンジン運転中は、手、髪、衣服等を回転
部品に巻き込まれないように近づけない
でください。

2. 各オイルパイプにオイルが送られている
ことを点検します。エアが排除されれば
正常な状態です。10分間運転してもオ
イルが送られていないときは、ヤマハ取
扱店へご相談ください。

注　意 

JCM00560  

 

● 長期保管後に運転するときは、上記手順通
りに行なってください。さもなければ、重
大なエンジンの損傷を招く恐れがありま
す。 

● 上記作業後は、ガソリンのみを使用してく
ださい。混合ガソリンを続けて使用します
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と、燃料インジェクターが損傷する恐れが
あります。 

JMU27233

燃料とオイルの給油 

JMU30320

燃料タンクへの給油

警　告 

JWM00060 

ガソリンは、高い引火性と爆発性がありま
す。タバコ等の火気や他の火種になるような
ものを近づけないでください。

1. 燃料タンクキャップを外します。
2. 注意しながら給油します。
3. 給油後は確実に燃料タンクキャップを締
めます。こぼれた燃料はふきとってくだ
さい。 

JMU27292

オイルの補給（分離給油仕様 ）
この船外機には、全ての運転状態に合わせて
最適なオイルの混合を行ない適切な潤滑が
得られるように“オイルインジェクションシス
テム”が装備されています。燃料に混合ガソ
リンを使う必要はありません（慣らし運転期
間中は除く）。オイルの残量はランプにより確

ZMU01875

ZMU01876
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認することが出来ます。詳細は、27ページ
を参照ください。
オイルの補給は、以下の手順で行ないます。

警　告  

JWM00530 

オイルタンクの中には、ガソリンを入れない
でください。火災や爆発の原因になります。

1. リモートオイルタンクにオイルを入れま
す。

要 点
リモートタンク側面のラインは、タンクに注入
できるエンジンオイル量を示すラインです。
下のラインはあと約 3.8L（リットル）、上の
ラインはあと約1.9L（リットル）のオイルが
注入できることを示しています。

2. エンジンスイッチを“ ”にすると、自
動的にエンジンオイルタンクに送油され
ます。エンジンオイルタンクが一杯に
なったら送油は自動的に止まります。

注　意  

JCM00570 

最初にエンジンを始動する時や、一定期間保
管する時、リモートオイルタンクのオイルの
量は5リットル以上にしてください。リモー
トタンクのオイルの量が少ないと、送油ポン
プ内に空気が入り正常に送油されない恐れ

があります。

リモートオイルタンク容量；
10.5 L

ZMU01877

ON STARTOFF

ZMU04143
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JMU27321

オイル残量表示
オイル残量は、以下のようになっております。 

JMU27381

オイル残量警告灯
電動始動仕様 

JMU27450

エンジン操作 

JMU27480

燃料供給

警　告  

JWM00420 

 

● エンジン始動前にはボートを確実に係留
し、付近に障害物や遊泳者等が居ないこと
を確認してください。 

● エアベントスクリュを緩めるときは、燃料

がにじみ出たり燃料の揮発蒸気が洩れるこ
とがあります。火災や爆発の原因となりま
すので、煙草等の火気は近づけないでくだ
さい。 

● 排気ガスは一酸化炭素を含み中毒をおこ
す恐れがあります。ボートハウスなどの閉
め切った場所ではエンジンを始動させない
でください。

1. 燃料タンクにエアベントスクリュが装備

オイル残量警
告灯（デジタ
ルタコメータ）

オイル残量警告灯
（アナログタコ
メータ）

エンジンオイ
ルタンク

リモートオイ
ルタンク

特記

緑
300 cm 3以

上
1500 cm 3

以上 

● 補給の必要なし。

黄
300 cm 3以

上
1500 cm 3

未満 
● オイルを補給してくださ
い。25ページを参照
ください。

赤 –黄 –緑
300 cm 3未

満
1500 cm 3

以上 

● オイルフィルタの詰まり
を点検。バッテリケーブ
ルの接続を点検。 

● リモートコントロール仕
様はブザーが鳴ります。 

● エンジン回転が
2000r/min 近くに下
がります。

赤
300 cm 3未

満
1500 cm 3

未満 

● エンジンオイルタンクへ
の補給は行われません。 

● リモートコントロール仕
様はブザーが鳴ります。 

● エンジン回転が
2000r/min 近くに下
がります。
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されているものは、2～3回転緩めます。
2. 燃料ホースコネクタが装備されている機
種は、燃料ホースを確実に接続します。
艇体に燃料コックが装備されているもの
はコックを開けます。

3. プライミングポンプの矢印を上に向け、
固くなるまで握ったり離したりを繰り返
します。 

JMU27490

エンジン始動 

JMU27624

電動始動の手順／リモートコントロール仕
様
1. リモコンレバーを“ ”（ニュートラル）
の位置にします。

要 点
始動安全装置が作動するため、中立（ニュー
トラル）の状態でなければ、エンジンの始動
はできません。

2. カールコードを衣服の丈夫な場所や手、
足にしっかりと付け、ロックプレートを緊

急エンジン停止スイッチに差し込みま
す。

警　告 

JWM00120 

 

● 操船中はカールコードを衣服の丈夫な場
所や手、足に確実に付けてください。 

● 衣服の緩みそうな場所にはカールコードを
付けないでください。また、操船に支障を
きたすような場所への取り付けは行なわな
いでください。 

● 航走中はカールコードが身体や周辺の機
器等に引っ掛かり不意にロックプレートが
外れないようにしてください。操船に支障
をきたすばかりでなく、ロックプレートが外
れることにより急減速され同乗者や荷物等
が前方へ投げ出される恐れがあります。

3. エンジンスイッチを“ ”の位置まで回
します。

要 点
２機掛け航走の場合、エンジンスイッチを
“ ”にしたとき、ブザーが数秒間自動的に
鳴ります。万一どちらか１機がエンストした
場合、ブザーが鳴ります。

4. エンジンスイッチを“ ”の位置まで
回してエンジンを始動させます。
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5. 始動後はただちにスイッチを“ ”の位
置にします。

注　意  

JCM00191 

 

● スタータモータは、連続して5秒以上回さ
ないでください。スタータモータを5秒
以上連続して回すと、バッテリが上がりエ
ンジンが始動できなくなる恐れがありま
す。5 秒以内でエンジンが始動しない時
は、10秒たってからもう一度行なってくだ
さい。 

● エンジン運転中は、エンジンスイッチを
“ ”の位置にしないでください。 

JMU27670

暖機運転 

JMU27702

電動始動／プライムスタート仕様
1. エンジン始動後は、3 分間以上アイドリ
ング（無負荷最低速運転）状態で運転し
てエンジンを暖めてください。（暖機運
転を怠るとエンジンの寿命が短くなるこ
とが考えられます。）

2. パイロットホールから勢いよく水が出て
いることを確認してください。

注　意  

JCM00511 

パイロットホールから勢いよく水が出ている
状態は、ポンプが冷却水をくみ上げエンジン
内を循環させていることを示します。パイ
ロットホールから水が出ていないときは、
オーバヒートによる大きな損傷の原因となり

ますので、使用を中止してください。冷却水
取入口が詰まっている場合は、エンジンを停
止させてから取り除いてください。回復しな
いときは、ヤマハ取扱店へご相談ください。 

JMU27740

前進／後進

警　告 

JWM00180 

前進、後進をする前には、附近に遊泳者や障
害物等が無いことを確認してください。

注　意 

JCM00220 

前進、後進の操作を行なう時、エンジン回転
は最低回転の状態まで下げてから行ってくだ
さい。 

JMU27763

前進（ティラーハンドル仕様／リモー
トコントロール仕様）
ティラーハンドル仕様
1. スロットルコントロールグリップを全閉の
状態にします。

2. ギヤシフトレバーをすみやかに中立
（ニュートラル）から前進側へ倒します。

リモートコントロール仕様
1. ニュートラルインタロック（サイドマウン
ト仕様）を引き上げ、すみやかにリモコ
ンレバーを前進側（船首側）へ倒します。

ZMU01882
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JMU27784

後進

警　告  

JWM00190 

後進する際は、ゆっくりと行なってください。
スロットルを半分以上開けないでください。
ボートが不安定になり、操船に支障をきたし
事故につながる恐れがあります。

ティラーハンドル仕様
1. スロットルコントロールグリップを全閉の
状態にします。

2. ギヤシフトレバーをすみやかに中立
（ニュートラル）から後進側へ倒します。

リモートコントロール仕様
1. ニュートラルインタロック（サイドマウン
ト仕様）を引き上げ、すみやかにリモコ
ンレバーを後進側（船尾側）へ倒します。 

JMU27820

エンジン停止
数分間、アイドリング（無負荷最低速回転）
でエンジンを冷やしてから行なってくださ

い。高いエンジン回転での航走後は、すぐに
エンジンを停止しないでください。 

JMU27851

エンジンスイッチ仕様
1. エンジンスイッチを“ ”の位置へ回
します。

2. エンジン停止後、燃料ホースコネクタを
外すか、燃料コックを閉じます。

3. 燃料タンクにエアベントスクリュがある
場合は閉めます。燃料コックを閉じます。

4. キーを抜きます。

要 点
カールコードを引っ張って緊急エンジン停止
スイッチからロックプレートを引き抜いても
エンジンは停止します。この後、エンジンス
イッチは必ず“ ”にしておきます。 

JMU27861

船外機トリム角度
船外機のトリム角度は、航走中のボートの船
首の高さの位置決めに使います。トリム角度
が適正であれば、最大限の性能が発揮され燃
費も向上します。適正なトリム角度は、船体、
エンジン、プロペラの組み合わせで決まりま
す。また、適正なトリム角度は、ボートの負
荷、海況、航走スピード等によって変わりま
す。

警　告 

JWM00740 

過度なトリム角度の調整は、ボートの安定性
や操船に支障をきたし事故につながる恐れ
があります。ボートの安定性や操船に異常を
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感じた場合は、ただちに航走スピードを落と
すかトリム角度の再調整を行なってくださ
い。 

JMU27881

トリム角度の調整（パワートリムアン
ドチルト仕様）

警　告  

JWM00750 

 

●トリム/チルト角度を調整するときは、船外
機の周辺に人がいないことを確認し、身体
を挟まれないように注意をして行なってく
ださい。 

●トリム角度を変えて最初に操船するとき
は、細心の注意を払ってください。徐々に
速度を上げ、船体の安定性や操作系に問題
が無いかどうか確認しながら行なってくだ
さい。不適切なトリム角度は操船に支障を
きたします。 

● ボトムカウルのPTTスイッチを使用する場

合は停船してから行なってください。

トリム角度の調整は、PTTスイッチで行ない
ます。

船首を上げる場合は、“ ”側のスイッチを
押します。
船首を下げる場合は、“ ”側のスイッチを
押します。
トリム角度を変えて試走を行ない、ボートの
種類や使用の状態に合わせて最適な角度を
選んでください。

要 点
航走時のトリム角度の調整は、リモートコント
ロール装置のPTTスイッチで調整してくださ
い。

1.トリム範囲

1
ZMU01983

1. PTTスイッチ

1. PTTスイッチ

UP

DN

ZMU01944

1
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JMU27911

トリム角度の設定とボートの取り扱い
ボートが滑走しているときは、一般的に船首
はキールラインが水面よりも3 °～ 5 °上がっ
ている状態が安定性がよく効率もよくなりま
す。船外機トリム角度を大きく取ったときは、
ボートは左右どちらかにハンドルを取られる
傾向を示す場合があります。そのときはステ
アリング操作で補ってください。またはトリム
タブの調整で補うこともできます。

船首上がり
船外機のトリム角度を大きく取りすぎた場合
は、航走中に船首が上がり過ぎます。この状
態は船底への水の抵抗が増し、性能や燃費が
低下します。更に過度のトリムアップは、プ
ロペラがエアドローを引き起こし大きな性能
低下を招きます。また、ボートが飛び跳ね乗
員が船外へ投げ出される恐れもあります。

船首下がり
船首が下がっているときは、停止状態からの
発進加速が良くなります。高速航走での過度

のトリムダウン（トリムイン）は、船首の抵抗
が大きくなり、操船が困難となりボートの安定
性を欠き危険を招く恐れがあります。

要 点
ボートの種類によっては、船外機のトリム角度
の調整を行なっても航走姿勢が殆ど変化し
ないこともあります。 

JMU27933

チルトアップ／ダウン
係留保管や浅瀬での係留時には、電食（水
中の微弱電気による金属の腐食）や海草類の
付着によってプロペラやロワケースが損傷を
受けないように船外機をチルトアップしま
す。

警　告 

JWM01130 

 

● チルトアップ/ ダウンの操作をするときは、
付近に人が居ないこと確認してください。
また、船外機に身体を挟まれないように注
意してください。 

● 燃料漏れは火災を招く恐れがあります。長
時間チルトアップする場合は燃料が漏れる
ことがありますので、燃料ホースコネクタ
を外すか燃料コックを閉じてください。

注　意 

JCM00241 

 

● エンジンを停止してからチルトアップして
ください。エンジン運転中にチルトアップ
した場合、オーバヒートによる損傷を受け
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ます。 

● ティラーハンドル仕様の場合は、ハンドル
を押さえつけてチルトアップしないでくだ
さい。ティラーハンドルを損傷させる恐れ
があります。 

JMU28005

チルトアップ（パワートリムアンドチ
ルト仕様／パワーチルト仕様）
1. リモコンレバー／ギヤシフトレバーを中
立（ニュートラル）の位置にします。

2. 燃料ホースコネクタを外すか燃料コック
を閉じます。

3. PTT スイッチの“ ”側を押して船外
機をいっぱいまでチルトアップさせま
す。

4. チルトサポートノブ付きは、チルトサポー
トノブをクランプブラケットへ押し込んで
船外機をささえます。
チルトサポートレバー付きは、チルトサ
ポートレバーをクランプブラケットの方
へ回して船外機をささえます。

警　告 

JWM00260 

 

● チルトアップ後は必ずチルトサポートレ
バー／ノブを押し込んで船外機を保持して
ください。パワートリムアンドチルトユニッ
トの油圧が抜けて船外機が不意にチルトダ
ウンする場合があります。 

● チルトサポートレバー／ノブで保持したま
まの運転は絶対に行なわないでください。

5. トリムロッド付きは、一度チルトサポート
レバーで船外機を保持した後、PTT ス
イッチの“ ”側を押してトリムロッドを

N

ZMU03196

UP

ZMU01954

ZMU01886
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縮めます。

注　意  

JCM00250 

係船中は必ずトリムロッドをいっぱいまで縮
めてください。パワートリムアンドチルト機
構に損害を及ぼす恐れのある海藻類や電蝕
からトリムロッドを保護します。 

JMU28053

チルトダウン（パワートリムアンドチ
ルト仕様／パワーチルト仕様）
1. PTTスイッチの“ ”側を押し、いっぱ
いまでチルトアップされた状態にしま
す。

2. チルトサポートレバーを元の位置に戻し
ます。又は、チルトサポートノブを引き
出し、元の位置に戻します。

3. PTTスイッチの“ ”側を押してチルト
ダウンさせます。 

JMU28060

浅瀬航走 

JMU28090

パワートリムアンドチルト仕様／パ
ワーチルト仕様
この船外機は少しチルトアップした状態で、プ
ロペラの位置を水底から遠ざけることにより
浅瀬を航走することができます。

警　告 

JWM00270 

 

● シフトを中立（ニュートラル）にしてから、
浅瀬航走の操作を行なってください。 

● 水中の障害物等にロワケースが衝突した
場合、水面上にはね上がり操船に支障をき
たす恐れがあります。 

● 過大な後進出力を使用した場合は、水面上
にプロペラがはね上がり大きな事故の原
因となる恐れがありますので、十分に注意
をしてください。 

● 水深の有る場所へ来たら、ただちに元の位

ZMU01884

ZMU01885

DN

ZMU01936

UP

DN

DN

ZMU01979
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置に戻してください。

注　意  

JCM00260 

浅瀬航走中は冷却水取入口が水面上へ出る
までチルトアップしないでください。オーバ
ヒートによる大きな損傷を受けることが考え
られます。 

JMU28184

浅瀬航走セットの手順（パワートリムアンド
チルト／パワーチルト）
1. ギヤシフトレバーを中立（ニュートラル）
にします。

2. パワーチルトスイッチで船外機を少しチ
ルトアップさせます。この状態で浅瀬航
走ができます。 

JMU28190

他の航走状況
塩水域でご使用された後は、塩分の結晶で冷
却水経路が詰まらないようにご使用の都度、
真水で洗浄してください。

要 点
冷却経路の洗浄については、36ページを参
照ください。

泥水域でご使用される場合は、別売のクロー
ムメッキウォータポンプキット（機種によって
は無し）の取り付けをお勧めいたします。ヤ
マハ取扱店へお問い合わせください。またご
使用の都度、真水で冷却水経路を洗浄してく
ださい。

UP

ZMU01935

UP

DN

UP

ZMU01954
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点検と整備 

JMU30611

仕様諸元
寸法 :
全長 :
906 mm

全幅 :
568 mm

全高　Ｌ:
1714 mm

トランサム高さ　Ｌ:
493 mm

重量　(ステンレス )　Ｌ:
250.0 kg

性能 :
全速回転範囲 :
4500 –5500 r/min

最高出力 :
176.5 kW@5000 r/min

アイドリングスピード (中立時）:
700 ±30 r/min

エンジン :
エンジン種別 :
２ストロークＶ

総排気量 :
3342.0 cm  3

内径ｘ行程 :
93.0 × 82.0 mm

点火方式 :
ＴＣＩ

スパークプラグ　(ＮＧＫ):
BKR6EKU

ギャップ　(隙間 ):
1.5 –1.6 mm

操作系方式 :
リモートコントロール

始動方式 :
電動

始動系 :
電子燃料噴射

バッテリ容量 (上限ー下限 ):
95E41 –115F51

発電出力 （バッテリー用ＤＣ）:
50.0 A

ドライブユニット :
ギヤシフト位置 :
Ｆ-Ｎ-Ｒ

減速比 :
1.75 (28/16)

トリム / チルト方式 :
パワートリム /パワーチルト

プロペラマーク :
T

燃料とオイル :
推奨燃料 :
無鉛レギュラーガソリン

推奨エンジンオイル :
ヤマハ船外機ＳＳオイル

潤滑方式 :
分離給油

エンジンオイルタンク容量 :
1.2 L

サブオイルタンク容量 :
10.5 L

推奨ギヤオイル タイプ :
船外機ギヤオイル

ギヤオイル容量 :
1050.0 cm  3

締付トルク :
スパークプラグ :
25.0 Nm (2.55 kgf-m)

プロペラナット :
54.0 Nm (5.51 kgf-m) 

JMU28222

運搬と保管

警　告 

JWM00690 

燃料漏れは火災の原因となります。運搬およ
び保管時は燃料漏れを避けるためエアベント
スクリュおよび燃料コックを閉じてください。

警　告 

JWM00700 

 

● チルトアップしているときは、道具を使って
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保持している場合でも、船外機の下には入
らないでください。偶発的原因で船外機が
勢いよく降下して、身体が挟まれる恐れが
あります。 

● 燃料を入れたまま陸上運搬しないでくださ
い。

注　意  

JCM00660 

ボートを牽引しているときは、チルトサポー
トレバー／ノブを使用しないでください。揺
られてレバーが外れ、船外機が勢いよく降下
してくることがあります。船外機を通常の航
走状態と同じ姿勢で運搬できないときは、更
なる保持道具を使ってチルトアップした状態
で船外機を確実に保持できるようにしてくだ
さい。

船外機の運搬は通常の航走状態と同じ姿勢
で行なってください。このときに、路面から
十分に間がとれない場合は、チルトアップし
て船外機を確実に保持できるような道具（ト
ランサムバー等）を使用して運搬してくださ
い。詳しくは、ヤマハ取扱店へお問い合わせ
ください。 

JMU28270

長期保管
船外機を長期にわたって保管する場合は、劣
化損傷を防ぐためにヤマハ取扱店にて格納
点検を受けられることをお奨めいたします。
ご自身でやられる場合は、簡易的方法として
次のようにしてください。

注　意 

JCM01100 

 

● けい素、リン、鉛等を含んだ防錆潤滑剤は
使用しないでください。防錆潤滑剤に関し
ての詳しいことは、ヤマハ取扱店へお問い
合わせください。 

● フロート室に残っているガソリンは抜いて
ください。長期にわたってフロート室にガ
ソリンが残っていた場合、ガソリンが変質
し、燃料系統が損傷する恐れがあります。 

JMU28301

保管手順 

JMU30240

水洗装置を使った洗浄

警　告 

JWM01400 

エンジン運転中は、プロペラ周辺に近づかな
いでください。

注　意 

JCM00310 

洗浄中は高速運転をしないでください。オー
バヒートする恐れがあります。

1. 真水を使って船外機外部を洗ってくださ
い。（40ページを参照ください。）

ZMU05128

ZMU04447
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2. 燃料ホースコネクタを外します。燃料
コックが有るものは閉じます。

3. トップカウルとプロペラを外します。
4. ボトムカウル上の固定場所から給水ホー
スの接続部分を外します。

5. 給水ホースの接続部分を水道水ホース
に接続します。

6. 水道水を供給します。
7. 塩分、砂、ゴミなどによるエンジン冷却
経路の目詰まりを防止するために洗浄が
必要です。さらにエンジン内に防錆剤
（マリンガード）を吹き込むことにより、
錆による損傷を防ぐことができます。洗
浄と吹き込みは同時に行ってください。

8. シフトを中立（ニュートラル）にして、水
道水を供給しながらエンジンを始動させ
ます。

9. エンジンを停止させる前に、キャブレタ
または、サイレンサカバーの吹き込み孔
に素早く防錆剤（マリンガード）を吹き
込みます。排気に白煙が混じり、エンジ
ンが止まります。

10.容器を使ってベーパセパレータのドレン
からで出るガソリンを受けながら、ドレン
スクリュとキャップを外します。ドライバ
等でバルブを押します。フロート室内に

空気を導入して、ドレンからガソリンをス
ムーズに抜きます。

11.防錆剤（マリンガード）が入手できない
場合、手順7 の後エンジンを停止しま
す。その後、手順9を行ってください。

12.船外機から冷却水を完全に抜き、表面を
ふきあげます。

13.防錆剤（マリンガード）が入手できない
場合、スパークプラグを外します。小量
のエンジンオイルをシリンダ内へ注入し
ます。手動でフライホイールロータを 4
～5回転させオイルを行き渡らせます。
スパークプラグを取り付けます。 

JMU28430

バッテリの取り扱い

警　告 

JWM00330 

バッテリ取り扱い上のご注意 

● バッテリは引火性ガス（水素ガス）を発生
しますので、取り扱いを誤ると爆発しけが
をすることがあります。 

● バッテリの液量がロアレベル以下の状態で
使用又は充電すると、バッテリの劣化を早
めたり、爆発の原因となるおそれがありま
す。 

● 火気厳禁＝ショートやスパークをさせたり、
タバコ等の火気を近づけないでください。

ZMU02361

1. エアバルブ
2.ドレンスクリュ
3. ベーパセパレータ

2

1

3

ZMU01938
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爆発の恐れがあり危険です。 

● 充電は風通しのよいところで行なってくだ
さい。 

● 落下等の強い衝撃を加えないでください。 

● バッテリ液は希硫酸で、皮膚、目、衣服に
付着すると侵されますので取り扱いには十
分注意してください。 

● 子どもの手の届くところに置かないでくだ
さい。
応急手当 

● 万一、バッテリ液が皮膚、衣服についたと
きは直ちに多量の水で洗い流してくださ
い。 

● 目に入ったときは直ちに多量の水で十分に
洗い、医師の治療を受けてください。

バッテリは製造業者によって違いがあります
ので、わからないことはバッテリ製造業者に
お問い合わせください。
1. ショートしないように、常に (-) 側のバッ
テリコードから先に外し、ボートからバッ
テリを降ろします。

2. バッテリ本体と各ターミナルを清掃しま
す。蒸留水を各室液面の上限位置まで補
給します。

3. 直射日光の当たらない、冷所で乾燥した
換気のよい平らな場所で保管します。 

JMU28440

エンジン内部冷却経路の洗浄
ご使用後はその都度、水洗装置を使って冷却
経路を洗浄してください。
1. エンジンを停止します。
2. ボトムカウル上の固定場所から給水ホー
スの接続部分を外します。

3. 給水ホースの接続部分を水道水ホース
へ接続します。

4. エンジンは停止させたまま、水道水を約
15分間供給します。

5. 水道水の給水を止め、水道水ホースを外
します。

6. 給水ホースの接続部分をボトムカウル上
の固定場所へ確実に取り付けます。

注　意 

JCM00540 

通常運転時は、給水ホースの接続部分をボト
ムカウルの固定場所で緩んだ状態や外れた
ままの状態にしないでください。冷却水が漏
れてオーバーヒートの原因になります。洗浄
後は、給水ホースの接続部分をボトムカウル
の固定場所へ確実に取付けてください。

1. 固定場所
2.給水ホースの接続部分
3.水道水ホース

1
2 3

ZMU01984
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要 点 

● 水上での洗浄はチルトアップしたほうが、よ
り効果的です。 

● 36 ページにも冷却経路の洗浄を記載して
おります。 

JMU28450

船外機の清掃
ご使用後は真水で船外機の外部を洗ってくだ
さい。

要 点
冷却経路の清掃は、36ページを参照くださ
い。 

JMU28460

船外機外装の点検
船外機本体表面の傷、破損、塗装の剥がれ、
変色（白化）等が無いかどうかを点検してく
ださい。必要に応じて、塗料を塗って補修し
てください。専用の塗料が用意されていま
す。詳しくはヤマハ取扱店へお問い合わせく
ださい。 

JMU28476

定期点検

警　告  

JWM00300 

 

● 本書で指示なき作業等を行なうときは、必
ずエンジンを止めてください。 

● お客様自身が整備作業についてあまり熟
知されていない場合は、ヤマハ取扱店へ作
業を依頼してください。

交換部品は必ず純正部品、または指定された

ものを使ってください。

ZMU01985
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JMU28521

定期点検表
作業内容についての説明は本章の各項目を参照ください。
“ ”印の項目については、お客様ご自身で点検を行なってください。
“ ”印の項目については、最寄りのヤマハ取扱店に依頼してください。

項目 内容
初回 次回

10時間
（1ヶ月）

50時間
（3ヶ月）

100時間
（6ヶ月）

200時間
（1年）

アノード（外部取り付
き）

点検／交換

アノード（エンジン内
部）

点検／交換

バッテリ 点検／充電

冷却経路 清掃

カウリングクランプ 点検

燃料フィルタ（分解交
換タイプ）

点検／交換

燃料系統 点検

ギヤオイル 交換

グリスポイント 注入
アイドリングスピード
（燃料噴射仕様）

点検／調整

エンジン冷却水圧コン
トロールバルブ
（PCV）

点検

パワートリムアンドチル
トユニット

点検

プロペラ／割ピン 点検／交換
シフトリンク／シフト
ケーブル

点検／調整

サーモスタット 点検

スロットルリンク／ス
ロットルケーブル／ス
ロットルピックアップタ
イミング

点検／調整

ウォータポンプ 点検

高圧燃料ポンプ駆動ベ
ルト

点検／交換

高圧燃料ポンプオイル 点検／注入

オイルポンプ 点検／調整

オイルタンク水溜 点検／清掃

6P1-9-00 41ページ ２００４年７月６日　火曜日　午後３時４６分



点検と整備 

42

要 点
塩水や泥水等でのご使用後は、真水を使って洗浄してください。お客様の船外機の使用状況
により、点検時間が異なる場合がありますのでご了承ください。詳しいことは、ヤマハ取扱
店へご相談ください。 

JMU28871

定期点検表

スパークプラグ 清掃／調整／交換

スロットルポジションセ
ンサ

点検／調整

項目 内容
初回 次回

10時間
（1ヶ月）

50時間
（3ヶ月）

100時間
（6ヶ月）

200時間
（1年）

項目 内容
次回

500時間（2年6ヶ
月）

1000時間（5年）

高圧燃料ポンプ駆動ベ
ルト

交換
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JMU28940

グリス給脂箇所
ヤマハグリスA　（耐水グリス）
部品番号　90890-69910(50g)
90890-69911(250g)
ヤマハグリスD　（耐食グリス）プロペラシャフト用
部品番号　90890-69920(50g)
Z240B

ZMU01986
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JMU28951

スパークプラグの点検

警　告  

JWM00560 

スパークプラグ脱着の際は、碍子を損傷させ
ないように注意してください。漏電して、火
災等を誘発する恐れがあります。

スパークプラグは、点検が簡単なエンジンの
重要な構成部品です。スパークプラグの状態
は、エンジン性能に影響を与えます。スパー
クプラグは、電極にカーボン等が付着して
徐々に劣化して行きますので、定期的に外し
て点検を行なう必要があります。電極が消耗
していたり、カーボン等で汚損している場合
は交換してください。

電極の隙間は、シックネスゲージを用いて点
検し、規定値に合わせてください。

スパークプラグの取り付けは、取り付け面を
きれいに拭いて規定トルクで締めてくださ

い。

要 点
新しいスパークプラグを取り付ける際にトル
クレンチが準備できない時は、指でいっぱい
に締め込んだ後、プラグレンチを使用して1/
4～1/2 回転締め込んでください。出来る
だけ早い時期に、トルクレンチを使用して規
定値で締めてください。 

JMU28962

燃料系統の点検

警　告 

JWM00060 

ガソリンは、高い引火性と爆発性がありま
す。タバコ等の火気や他の火種になるような
ものを近づけないでください。

燃料ホース等からの燃料洩れ、亀裂、詰まり
等を点検してください。不具合が有れば、直
ちにヤマハ取扱店で修理を行ってください。

標準スパークプラグ；
BKR6EKU

1. スパークプラグギャップ
2.スパークプラグ番号

スパークプラグギャップ；
1.5 –1.6 mm

1

12

ZMU01892

スパークプラグ締め付けトルク；
25.0 Nm (2.55 kgf-m)

ZMU05135
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主な点検箇所 

● 燃料系統部品からの燃料洩れ 

● 燃料ホース接続部からの燃料洩れ 

● 燃料ホースの亀裂や疲労

警　告  

JWM00910 

 

● 燃料漏れは火災や爆発の原因となります
ので、常に点検をしてください。 

● 燃料漏れが見つかった場合は、直ちにヤマ
ハ取扱店で修理を行ってください。 

JMU28980

燃料フィルタの点検

警　告  

JWM00310 

 

● ガソリンには、高い引火性と爆発性があり
ます。 

● 作業上でなにかわからないことがあるとき
には、ヤマハ取扱店にご相談ください。 

● 本作業をエンジンが熱いときや運転中に
は行なわないでください。冷えてから行

なってください。 

● 燃料フィルタにはガソリンが残っているの
で、タバコ等の火気や他の火種になるよう
なものを近づけないでください。 

● 作業中はガソリンがこぼれる恐れがありま
す。容器を使って回収しながら行なってく
ださい。こぼれた場合には直ちに拭き取っ
てください。 

● 作業は換気の良い場所で行なってくださ
い。専用燃料タンクはボートから降ろして
行なってください。 

● 燃料フィルタの再組付けは注意深く確実に
行なってください。組み付け不良や取り付
け不良は、燃料がもれ火災や爆発の原因と
なる恐れがあります。 

JMU29012

エンジン本体燃料フィルタの清掃
1. 燃料フィルタ上部のロッキングタブを引
き上げながら、フィルタカップのリング
ナットを緩めます。

2. 容器を使ってこぼれたガソリンを回収し
ながら、フィルタカップを外します。

3. フィルタエレメントを外し、洗浄して乾燥
させます。フィルタエレメントやO-リン
グの状態を点検します。損傷のある場合
は、交換します。もし燃料に水が混入し
ている場合、燃料タンクの点検と清掃を
行ってください。

ZMU01955

1. ロッキングタブ
2.フロート

2

1

ZMU04005
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4. フィルタカップにフィルタエレメントを入
れ、O-リングを正しい位置に取り付けま
す。ロッキングタブを引き上げながら、
フィルタカップをフィルタベースにリング
ナットを使って締め込み、軽く当たるとこ
ろでいったん止めます。

5. そこからリングナットをおよそ 1/4 回転
締め込みます。リングナット上の4つの
大きめの凸部の1つにロッキングタブの
溝をあわせます。その状態でロッキング
タブを下ろします。

6. エンジンを始動させ、燃料フィルタや燃
料ホースからの燃料洩れがないことを確
認します。

要 点
燃料に水が混入した場合には、赤いフロート
が浮上します。そのときには、フィルタカッ
プを外して排水してください。 

JMU29040

アイドリングスピード（無負荷最低速
回転）の点検

警　告  

JWM00450 

 

● エンジン運転中は電装部品に触れたり、外

したりしないでください。 

● エンジン運転中は手、髪、衣服等が回転部
品に巻き込まれないように注意してくださ
い。 

● 2馬力はエンジン運転中は常にプロペラが
回っていますので、暖機運転中はスロット
ルコントロールレバーを始動位置より開け
ないでください。ボートが思いがけなく動
き出すと、事故につながる恐れがありま
す。

注　意 

JCM00490 

この作業は水上で行なってください。陸上で
行なう場合は水洗キットや水槽を使って行
なってください。

本作業は診断用のタコメータ（エンジン回転
計）が必要です。水洗キットや水槽を使った
点検では水上での点検結果と違うことがあり
ます。
1. 中立（ニュートラル）でエンジンを始動
させ、暖機運転を終了させます。2B機
種はスロットルコントロールレバーを始
動の位置で暖機運転を終了させます。
ボートに取り付けた状態で行うときは、
確実に係留してください。

2. 規定のアイドリングスピード（36ページ
を参照ください。）であるか点検します。

要 点
アイドリングスピードの点検はエンジンが完
全に暖まった状態で行なってください。点検
が困難な場合や調整が必要な場合はヤマハ
取扱店へご相談ください。 

JMU29050

オイルタンク内水溜まりの点検
オイルタンクの底に半透明のキャップが付い
ています。水や異物がこのキャップの中に溜
まっているときは、ヤマハ取扱店へご相談く
ださい。

1.フィルタカップリングナット
2.フロート
3.フィルタカップ
4. O- リング
5.フィルタエレメント
6.フィルタハウジング

6

5

4

2

1

3

ZMU04836
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JMU29112

配線と各接続部の点検 

● 導通用の各アース線が確実に取り付けられ
ていることを点検してください。 

● 各配線の接続が確実にされていることを
点検してください。 

JMU29120

排気ガス洩れの点検
エンジンを始動させ、クランクシリンダ（エ
ンジン本体）部分等から排気ガス洩れの無い
ことを点検してください。 

JMU29130

冷却水洩れの点検
エンジンを始動させ、クランクシリンダ（エ
ンジン本体）部分等から冷却水洩れの無いこ
とを点検してください。 

JMU29153

パワートリムアンドチルトユニットの
点検

警　告 

JWM00430 

 

● チルトアップしているときは、チルトサポー
トレバーで保持している場合でも船外機の
下には絶対に入らないでください。偶発的
原因で船外機が突然降下して、身体が挟ま
れる恐れがあり危険です。 

● 船外機の下に誰もいないことを確認して
から点検を行なってください。

1. パワートリムアンドチルトユニットから、
オイル漏れがないか点検します。

2. リモートコントロールとボトムカウル（装
備されている場合）のPTT スイッチの
作動を点検します。

3. 船外機をチルトアップしたときに、チルト
ロッドとトリムロッドがいっぱいに伸びて
いるか点検します。

4. チルトサポートレバーを降ろします。少
しチルトダウンして、船外機をチルトサ
ポートレバーで保持します。

1.キャップ
2.エンジンオイルタンク

2
1

ZMU01895

1. チルトロッド
2.チルトサポートレバー
3.トリムロッド

1

ZMU01940
3

2
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5. チルトロッドとトリムロッドが腐食または
損傷していないか点検します。

6. トリムロッドがいっぱいに縮むまで、チル
トダウンします。

7. チルトロッドがいっぱいに伸びるまで、チ
ルトアップします。チルトサポートレバー
を外します。

8. 船外機をチルトダウンさせます。チルト
ロッドとトリムロッドがスムーズに作動す

るか点検します。

要 点
作動に異常がある場合は、ヤマハ取扱店へご
相談ください。 

JMU29171

プロペラの点検

警　告 

JWM00321 

 

● プロペラ付近は偶発的原因でエンジンが
始動したときに、大きな事故につながる恐
れがあります。 

● プロペラの点検や脱着等を行なう前には、
全てのスパークプラグキャップをスパーク
プラグから外してください。さらにシフトを
中立（ニュートラル）にし、エンジンスイッ
チからキーを抜き取り、緊急エンジン停止
スイッチのロックプレートを外してくださ
い。またバッテリコードをバッテリから外し
てください。 

● プロペラナットを締めたり緩めたりすると
きは手でプロペラを持たないでください。
プロペラとキャビテーションプレートの間
に木片等をかませてから行なってくださ
い。

1. チルトサポートレバー

1

ZMU04935

ZMU01941

ZMU04936

ZMU01896
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主な点検箇所 

● プロペラブレードの減り、表面の侵食、損
傷等の点検をします。 

● プロペラシャフトの損傷等を点検します。 

● シェアピン仕様は、シェアピンが損傷してい
ないか点検します。 

● プロペラシャフトに釣り糸が巻き込まれて
いないか点検します。 

● プロペラシャフトのオイルシールが損傷し
ていないか点検します。

要 点
シェアピン仕様の場合は航走中にプロペラが
水中の物体と衝突したときに折れて、船外機
本体の動力伝達系を保護します。プロペラが
空回りをしたときには、シェアピンを交換して
ください。 

JMU30660

プロペラの取り外し 

JMU29194

スプライン仕様
1. プライヤを使って割ピンを伸ばし、引き

抜きます。
2. プロペラナット、ワッシャ、スペーサ（ス
ペーサ付きの場合）を取り外します。

3. プロペラとスラストワッシャを取り外しま
す。 

JMU30670

プロペラの取り付け 

JMU29231

スプライン仕様

注　意 

JCM00340 

 

● プロペラを取り付ける前には、スラストワッ
シャを必ず入れてください。プロペラとロ
ワケースが接触し損傷する恐れがありま
す。 

● 割ピンは新しいものを使用して端を確実に
折曲げてください。プロペラ脱落の原因と
なります。

1. プロペラシャフトにヤマハグリスD（耐食
グリス）を塗布します。

2. スラストワッシャを広がっている方からプ

ZMU01897

1. 割ピン
2.プロペラナット
3.ワッシャ
4.スペーサ
5.プロペラ
6.スラストワッシャ

プロペラナットの 2面幅；
27mm
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ロペラシャフトに入れ、プロペラを取り付
けます。

3. スペーサ付きはスペーサを入れ、ワッ
シャを取り付けます。そしてプロペラナッ
トを規定トルクで締め付けます。

4. プロペラシャフトとプロペラナットの穴位
置を合わせ、割ピンを取り付けます。割
ピンの端を折り曲げます。

要 点
規定トルクでプロペラナットを締め付けたと
きにプロペラシャフトの穴位置が合わないと
きは、更に締め込んで穴位置を合わせてくだ
さい。 

JMU29291

ギヤオイルの交換

警　告  

JWM00800 

 

● チルトアップされた船外機の下には入らな
いでください。偶発的に船外機が降りてき
た場合には、重い事故につながる恐れがあ
ります。 

● 船外機はボートトランサムや専用スタンド
に確実に固定してください。

1. ドレンプラグが真下にくる位置まで船外
機を傾けます。

2. 廃油の受け皿をロワケースの下に敷き
ます。

3. エンジン冷却水取り入れ口のカバーを外
し、オイルドレンプラグを外します。

要 点
オイルドレンプラグは磁石となっています。オ
イルドレンプラグに金属粉が付着している場
合は、取り除いてから再び取り付けてくださ
い。

4. オイルレベルプラグを外し、ギヤオイル
を残らず排出させます。

注　意 

JCM00710 

排出したギヤオイルが白濁しているときは、
ギヤケースの損傷等の恐れがあります。ヤマ
ハ取扱店へ点検、修理を依頼してください。

5. 船外機を垂直状態に保ち、ヤマハ船外機
ギヤオイル（ハイポイドギヤオイル#90）
をオイルドレン穴より注入します。

規定トルク；
54.0 Nm (5.51 kgf-m)

ZMU02063 1. ギヤオイルドレンプラグ
2.オイルレベルプラグ

ZMU020961

2
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6. 注入したギヤオイルがオイルレベル穴か
ら溢れ出したら、オイルレベルプラグを
締めます。次にオイルドレンプラグを締
めます。

注　意  

JCM01370 

オイルレベルプラグやギヤオイルドレンプラ
グの緩みはロワケース内への水混入の原因
となります。ガスケットを新しく交換して、確
実に締め付けてください。

要 点
廃油の処理は、法律や条例等に従っておこ
なってください。

7. エンジン冷却水取り入れ口のカバーを取
り付けます。 

JMU29312

アノードの点検
アノードの役目は、船外機を電食（水中の微
弱電気による金属の腐食）から保護するため
のものです。外部アノードの状態を点検し、
新品の３分の１以上が消耗している場合は交
換します。外部アノードの交換は、ヤマハ取
扱店で行なってください。

注　意  

JCM00720 

アノードに塗料を塗った場合は、電食防止効
果がなくなりますので注意してください。

要 点
外部アノードにアース線が付いている機種の
場合は、アース線を点検してください。パ
ワーユニットに付いている内部アノードの交
換と点検についてはヤマハ取扱店にご相談く
ださい。 

JMU29320

バッテリの点検（電動始動仕様）

警　告 

JWM00330 

バッテリ取り扱い上のご注意 

● バッテリは引火性ガス（水素ガス）を発生
しますので、取り扱いを誤ると爆発しけが
をすることがあります。 

● バッテリの液量がロアレベル以下の状態で
使用又は充電すると、バッテリの劣化を早
めたり、爆発の原因となるおそれがありま
す。 

● 火気厳禁＝ショートやスパークをさせたり、
タバコ等の火気を近づけないでください。

ギヤオイル容量；
1050.0 cm 3

ZMU02364

ZMU01901

ZMU01902
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爆発の恐れがあり危険です。 

● 充電は風通しのよいところで行なってくだ
さい。 

● 落下等の強い衝撃を加えないでください。 

● バッテリ液は希硫酸で、皮膚、目、衣服に
付着すると侵されますので取り扱いには十
分注意してください。 

● 子どもの手の届くところに置かないでくだ
さい。
応急手当 

● 万一、バッテリ液が皮膚、衣服についたと
きは直ちに多量の水で洗い流してくださ
い。 

● 目に入ったときは直ちに多量の水で十分に
洗い、医師の治療を受けてください。

注　意  

JCM00360 

 

● バッテリの保管状態が悪い場合には、ただ
ちに使用不能となります。 

● 水道水はさまざまな物質が含まれているた
めバッテリに悪影響を与えます。電解液の
補充用には使わないでください。

1. 月に一度の割合で、電解液の量を点検し
てください。電解液が減っている場合
は、蒸留水を規定の位置まで補充してく
ださい。

2. 電圧計を用い、充電状態が良好かどうか
点検してください。

要 点
バッテリを充電または再充電される際は、ヤ

マハ取扱店へご相談ください。 

JMU29362

バッテリの取り付け
バッテリは船内の乾燥した、換気の良い、振
動の少ない水平な場所に確実に固定してく
ださい。
バッテリコードの接続は最初に赤印端子を
(+) 側に、続いて黒色端子を (-) 側に確実に
取り付けます。

注　意 

JCM01121 

 

● バッテリコードの脱着の際は、エンジンス
イッチを“ ”にしてから行なってくださ
い。 

● バッテリコードの（+）と（-）を逆に接続
すると、電装品の故障等の原因になりま
す。 

● バッテリコードの接続は赤（+）側を先に
行ない、取り外しは黒（-）側を先に行な
います。逆の手順で行なった場合には、電
装品に損傷を招く恐れがあります。 

● バッテリ端子とバッテリコードの接続は、接
触面がきれいな状態で確実に行なってくだ
さい。接触面に汚れ、ゆるみ等があると電
気の流れが悪くなり、エンジンの始動がで
きなくなる恐れがあります。

アクセサリバッテリを接続する場合（オプショ

1.赤コード
2.黒コード
3. バッテリ
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ン）
1. 船外機本体側から出ているアクセサリ
バッテリカプラのカバーを外します。

2. アクセサリバッテリカプラをアクセサリ用
バッテリコード（オプション）のカプラに
接続します。

それぞれのバッテリの(-)端子を始動用バッテ
リコードより太いコードを使って接続します。
図のように各コードを接続します。

警　告  

JWM00600 

始動用バッテリコードより細いコードを使用
した場合には、火災を招く恐れがあります。

要 点
バッテリ間の切り換えスイッチを取り付けた
い場合は、ヤマハ取扱店へご相談ください。 

JMU29370

バッテリの取り外し
最初に (-)ターミナルからバッテリコードを外
します。次に(+)ターミナルからバッテリコー
ドを外します。 

JMU29390

トップカウルの点検
トップカウルを両手で押して、締まり具合を点
検してください。
ガタ等がある場合は、ヤマハ取扱店で修理を
行なってください。 

JMU29400

船底の清掃
船底の状態によってボートの性能は大きく変
わります。船底の状態は、海藻や貝類が付着
しないように常にきれいに保っておくことが
必要です。必要で有れば、船底専用塗料を
塗っておくと海藻や貝類が付着しにくくなり
ます。塗料については、ヤマハ取扱店へお
問い合わせください。

1.アクセサリ用バッテリ
2.エンジン始動用バッテリ
3.黒バッテリコード（太い）
4.始動用バッテリコード（太い）
5. （-）バッテリコード
6.アクセサリ電源
7.アクセサリ用バッテリコード（赤、細い）
（オプション）

ZMU04980

7

ZMU01942

4 3 5

1
6

2 

ZMU04680
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JMU30110

付属工具と部品

1. 工具袋
2.ドライバ (+/-)
3. ハンドル
4.スパークプラグ（気筒数と同数）
5.ボックスレンチ (10-12)
6. スパークプラグレンチ
7.プライヤ

ZMU01943

ZMU05136

2 3 76541
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不具合時の対応 

JMU29422

故障と対策
万一、故障が生じたときは、ヤマハ取扱店に
ご相談ください。一般的に考えられる故障を
選び、その想定される原因を列記いたしま
す。（機種や仕様により該当しない項目も含
まれております）
不安な箇所がありましたら、できるだけその
ままの状態でヤマハ取扱店に連絡し専門技
術者におまかせください。
エンジン警告付き機種で警告表示が点滅し
ている場合は、ヤマハ取扱店にご相談くださ
い。

スタータモータが動かない
Q. バッテリが容量低下、または推奨バッテリ
を使用してますか？
A. バッテリ状態の点検。指定容量のバッテリ
の使用。

Q. バッテリターミナルが緩み、または腐食し
ていませんか？
A. バッテリコードの締め付け、ターミナルの
清掃。

Q. ヒューズが切れていませんか？
A. 原因を調べ、新しいものに交換。

Q. スタータモータが故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. 前進、または後進にシフトが入っていませ
んか？
A. 中立（ニュートラル）に戻す。

エンジンが始動しない。（スタータモータは
動く）
Q. 燃料タンクが空になっていませんか？
A. 燃料を入れる。

Q. 燃料が汚染、または古くなっていません

か？
A. 新しい、きれいな燃料へ交換。

Q. 燃料フィルタが詰まっていませんか？
A. 清掃、または交換。

Q. 始動手順が間違っていませんか？
A. 28 ページを参照ください。

Q. 燃料ポンプが故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. スパークプラグが不良か、推奨プラグを使
用していますか？
A. 電極の清掃、または交換。

Q. スパークプラグ電極隙間が適切ですか？
A. 正規の隙間に合わせる。

Q. 配線が接続不良、または損傷していませ
んか？
A. 接続の確認、または配線の交換。

Q. 電装部品が故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. カールコードのロックプレートが外れてい
ませんか？
A. 緊急エンジン停止スイッチにロックプレー
トを差し込む。

Q. エンジン内部が損傷していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

アイドリング（無負荷最低速回転）が不安
定、またはエンストする。
Q. スパークプラグが不良になっていません
か？
A. 電極の清掃、または交換。

Q. 燃料ホースが圧迫されていませんか？
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A. 燃料ホース取り回しの点検。

Q. 燃料が汚染、または古くなっていません
か？
A. 新しい、きれいな燃料へ交換。

Q. 燃料フィルタが詰まっていませんか？
A. 清掃、または交換。

Q. 電装部品が故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. 警告機構が作動していますか？
A. ヤマハ取扱店にご相談ください。

Q. スパークプラグ電極隙間が適切ですか？
A. 正規の隙間に合わせる。

Q. 配線が接続不良、または損傷していませ
んか？
A. 接続の確認、または配線の交換。

Q. 推奨外オイルを使用していませんか？
A. 推奨オイルへ交換。

Q. サーモスタットが不良になっていません
か？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. キャブレタが調整不良になっていません
か？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. 燃料ポンプが故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. エアベントスクリュが閉まっていません
か？
A. エアベントスクリュを開ける。

Q. チョークノブが引かれていませんか？

A. チョークノブを戻す。

Q. チルトを上げ過ぎていませんか？
A. チルトを下げる。

Q. キャブレタが詰まっていませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. 燃料ホースが接続不良になっていません
か？
A. 接続箇所の点検。

Q. スロットルバルブが調整不良になっていま
せんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. バッテリコードが外れていませんか？
A. 確実に接続。

警告ブザーが鳴る、または警告灯が点灯す
る。
Q. 冷却経路が詰まっていませんか？
A. 冷却水吸水口の点検。

Q. エンジンオイル不足になっていませんか？
A. 規定量まで補充。

Q. スパークプラグ熱価が適切ですか？
A. 正規熱価のものに交換。

Q. 推奨外オイルを使用をしていますか？
A. 推奨オイルへ交換。

Q. オイルが劣化していませんか？
A. 新しいオイルへ交換。

Q. オイルフィルタが詰まっていませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. オイルポンプが故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。
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Q. ボートが過重荷になっていませんか？
A.ビルジ、積み荷等の確認。

Q. ウォータポンプ、またはサーモスタットが
故障していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. 燃料フィルターカップ内に水が入っていま
せんか？
A.フィルターカップ内の排水。

エンジンの力がない。
Q. プロペラが損傷していませんか？
A.プロペラの交換。

Q. プロペラサイズが適切ですか？
A. 指定回転範囲に適合するプロペラへ交
換。

Q.トリム角度が調整不良になっていません
か？
A. 再調整。

Q. 船外機取り付け高さが適切ですか？
A. 再調整。

Q. 警告機構が作動しますか？
A. ヤマハ取扱店にご相談ください。

Q. 船底への貝、海草類が付着していません
か？
A. 清掃。

Q. スパークプラグが適切ですか？
A. 電極の清掃、または交換。

Q. 船外機への貝、海草類が付着していませ
んか？
A. 清掃。

Q. 燃料ホースが圧迫されていませんか？
A. 燃料ホース取り回しの点検。

Q. 燃料フィルタが詰まっていませんか？
A. 清掃、または交換。

Q. 燃料が汚染、または古くなっていません
か？
A. 新しい、きれいな燃料へ交換。

Q. スパークプラグ電極隙間が適切ですか？
A. 正規の隙間に合わせる。

Q. 高圧燃料ポンプベルトが切れていません
か？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. シフトポジションスイッチが作動不良に
なっていますか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

振動が大きい。
Q. プロペラが損傷していませんか？
A. プロペラの交換。

Q. プロペラシャフトが損傷していませんか？
A. ヤマハ取扱店にて修理。

Q. 海藻、貝類がプロペラへ付着していませ
んか？
A. 除去、清掃。

Q. 船外機取り付けボルト等が緩んでいませ
んか？
A. 締め付け。

Q. ハンドルスイベル部が緩み、または損傷し
ていませんか？
A. 締め付け、またはヤマハ取扱店にて修理。
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JMU29432

応急処置 

JMU29440

衝撃を受けた場合

警　告  

JWM00870 

船外機は航走中に、水中の浮遊物等との衝突
による重大な損傷を受けることがあります。
損傷を受けた船外機は安全に航走できませ
ん。

航走中の船外機に水中の物体が当たった場
合は、次の手順に従ってください。

1. エンジンを停止してください。
2. 各部の作動を確認し、さらに各部品の損
傷も点検してください。また、ボートの
損傷具合も調べてください。

3. ゆっくりと細心の注意をはらいながら、最
寄りの港へ引き返してください。

4. 再度ご使用になる前に、必ずヤマハ取扱
店の点検を受けてください。 

JMU29462

ヒューズの交換
ヒューズが切れたとき（電動始動仕様）は
ヒューズホルダーを開け、中のヒューズを新
しい同容量のものと交換します。

警　告  

JWM00630 

規定容量のヒューズを使用してください。規
定容量以外のヒューズを使用すると、電装系
の故障や火災の原因となる恐れがあります。

要 点
新しいヒューズに替えてもすぐに切れる場合
は、ヤマハ取扱店にご相談ください。 

JMU29520

パワートリムアンドチルト又は、パ
ワーチルトが作動しない場合
バッテリが上がったり、ユニットの故障等で
PTTスイッチを使ってチルトアップやチルト
ダウンの操作ができないときは、手動操作で
行なう事ができます。

1.電装カバー
2.ヒューズボックス
3.ヒューズ（20A × 3, 30A × 1, 100A ×
2 ）
4. スペアヒューズ（20A, 30A, 100A）
5. ヒューズプーラ

1.ヒューズ（20A × 3, 30A × 1, 100A ×
2 ）
2. ヒューズプーラ

3 5

4

1

3

4

3

2

ZMU01903

1 2

ZMU01904
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1. マイナスドライバ等を使ってリリーフバ
ルブを反時計方向に止まるまで回しま
す。

2. トップカウルの後部を持って手動でチル
トアップ/ダウンの操作を行ないます。

3. 好みの位置でリリーフバルブを元の位置
まで締め付けるとそこでチルト角度が固
定されます。 

JMU29670

エンジンが正しく作動しない場
合 

JMU29741

オイル残量警告が作動した場合
オイル残量が既定値以下になったときは、エ
ンジン回転数が2000回転付近まで低下し、
ブザーが鳴り、赤い警告灯が点灯します。こ
のような場合は、リモートオイルタンクに残っ
ている予備オイルをエマージェンシスイッチ
を使ってエンジンオイルタンクに送油するこ
とが出来ます。

警　告  

JWM01050 

この操作をする前には、必ずエンジンを停止
してください。

注　意  

JCM00900 

 

● エマージェンシスイッチを長時間使用し続
けたときは、送油されすぎてエンジンオイ
ルタンクからオイルが溢れ出します。エン

ジンオイルタンクにオイルが満たされた
ら、送油を止めてください。 

● この操作は、オイル警告機構が作動したと
きに限り行なってください。

1. トップカウルを外します。
2. エンジンスイッチを“ ”にします。

3. エマージェンシスイッチを使ってエンジ
ンオイルタンクに送油します。

1.リリーフバルブ

ZMU02403

1

1. エマージェンシスイッチ

OFF

ON

ZMU01880

1

ZMU01907
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4. エンジンスイッチを一度“ ”にして、
再び“ ”にします。これで警告機構が
リセットされます。またこのときは、黄色
の警告灯は点灯したままになります。

5. エンジンを始動させ、最寄りの港へ引き
返し給油してください。

要 点 

● リモートオイルタンクに残っている予備オ
イルの量は、最大で1500cm 3です。 

● 船外機を35 °以上チルトアップしていると
きは、送油ポンプは作動いたしません。チ
ルトダウンしてから送油してください。 

JMU29760

船外機を水中に落とした場合
エンジンを水没させた場合は、ただちに分解
整備をしなければなりません。分解整備が遅
れるとエンジン内各部に錆や腐食の発生を
促す原因となりますから、ただちにヤマハ取
扱店へ持参してください。
ただちに持参できない場合は、応急的に次の
処置を施してください。 

JMU29970

処置手順
1. ただちにエンジンを水中から引き上げま
す。

2. 真水で洗い塩分、泥水、藻類を取り除き
ます。

3. スパークプラグを取り外し、プラグ孔から
エンジン内部の水等を排出させます。

4. ベーパセパレータ、燃料フィルタ、燃料
ホース等から残っている燃料を排出させ
ます。

5. インテークマニホルドやスパークプラグ
孔からエンジンオイルを注入し、手動で
フライホイールロータを回転させオイル
を行き渡らせます。

6. できる限り早くヤマハ取扱店に分解整備

1.エンジンオイルタンク
2.サブオイルタンク

1 2
ZMU01908 ZMU01909

ZMU01910

ZMU01911
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を依頼してください。

注　意  

JCM00400 

ヤマハ取扱店での分解整備を受けずに再使
用しないでください。
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ご相談窓口 

JMU30131

お客様ご相談窓口のご案内
お買い上げいただきました商品についてのお問い合わせ・ご相談は「ご購入店」、下記ヤマ
ハサービスセンター、またはサービス課にお問い合わせください。

ヤマハ発動機販売（株）サービスセンター一覧 平成15 年11月 1日現在

拠　　点 電話番号 郵便番号 住　　所

北海道サービス課 011-612-3120 063-0801
北海道札幌市西区二十四軒一条
7－3－13

東北サービス課 022-235-1031 983-0035
宮城県仙台市宮城野区日の出町
3－8－36

マリンサービスセンター東
日本

045-775-1192 236-0007
神奈川県横浜市金沢区白帆4－
4

マリンサービスセンター中
部

0533-76-4560 441-0314
愛知県宝飯郡御津町御幸浜1－
1－21　出光三河御津マリーナ
内

西日本マリンサービス課　
関西グループ

078-806-7322 657-0841 兵庫県神戸市灘区灘南通1-1-6

西日本マリンサービス課　
中四国グループ

082-234-5551 733-0036
広島県広島市西区観音新町4-
2874-86　観音マリーナ内

九州サービス課 092-885-6523 819-0001
福岡県福岡市西区小戸2－11
－1　西福岡マリーナ内
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